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痴呆老人におけるレーブン色彩マトリックス検査成績と作業活動との関係
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要 旨

今回，痴呆性老人に対し，課題が理解しやすく，短時間で施行できるなど比較的検査が容易であり，知的機

能の中で視空間知覚能力と類推能力とに基づく非言語的知能として位置付けられているレーブン色彩マトリッ

クス検査（以下 ）を実施し， と作業活動内容との比較検討をおこなった．対象は，病院デイケ

ア及び物忘れ外来の利用者である．結果， と では とセット で相関関係が認められた．

また，セット の有意な低下と直接誤反応が多かったことから，目前の状況に基づいた行動をとりやすいとい

うことが示唆された．また，作業活動においても同様の傾向がみられたことから， は作業活動におけ

る環境調整の一助になると考える．

キーワード 痴呆，評価，

）高知リハビリテーション学院 作業療法学科

）内田脳神経外科

）もみのき病院



．はじめに

痴呆性老人に対する作業療法のあり方として，植

田ら ）は不安や困惑や失敗のなかにいる老人がで

き，自信や回復するきっかけとなるようなもの，安

心して楽しめるものがよく，また，自分の役割がも

てて，自分の価値を実感できることも大切であると

述べている．

作業療法士は，これらの作業活動をよりスムーズ

に遂行できるように，作業活動を工夫するとともに，

環境設定していくことが求められている．そのため

には．痴呆症状について正しく評価しておくことが

大切である．

痴呆患者の機能評価には，認知機能評価尺度，問

題行動評価尺度， 評価尺度，うつ状態評価尺

度がある．認知機能評価尺度としては，質問式評価

尺 度 で は （以 下

）や改訂長谷川式簡易知能評価スケール（以

下 ）が，観察式評価尺度では柄澤式老人知

能の臨床的判断基準や 式老年者用精神状態尺度

（ スケール）， スケールなどがよく用いら

れている．これらいずれの評価スケールをおいても，

それぞれ特性はあるものの痴呆度や日常生活障害の

状況について知ることは可能である．しかし，日常

生活を含む作業活動を可能にするためには，作業遂

行能力を評価する必要がある．種々の作業活動や日

常生活活動を困難にしている問題やどのように環境

を設定していけばよいかを予測することのできる検

査として，今回レーブン色彩マトリックス検査を実

施した．

（ ， ）による色彩マトリックス検

査（ 以下
）は，（ ）や とも高い相関があり，

知的機能を評価するためにスクリーニング・テスト

として用いられることが多い．それは，課題が理解

しやすく，短時間で施行でき，言語反応を必要とし

ない，複雑な運動反応を必要としないなど，比較的

施行が容易であるからでもある． は，知的

機能の中で視空間知覚能力と類推能力とに基づく非

言語的知能として位置づけられている．痴呆症はそ

の本質が知的能力の障害であり，言語・記憶・視空

間能力や種々の認知機能（抽象化能力・計算力・判

断力など）がさまざまな程度に障害を受けるといわ

れている．それにより日常生活活動を含む，種々の

作業活動を困難にする．

よって今回， と

（以下 ）， ，作業活動との関係

について検討をおこなったので報告する．

．方法

）対象（表 ）

対象は 病院デイケア及び物忘れ外来患者 名

（男性 ，女性 ）で，平均年齢 歳，

全例独歩で特に日常生活に支障となる運動障害は認

めない．

）方法

は，作業療法室の比較的静かなところで，

一人ずつ検査を実施した．平均検査実施時間は

分であった． は，主たる介護者に在宅で

の状況を記載してもらった．そして の結果

と ， との比較検討を行った．

各項目間の差の検定は 符号付順位検定に

より行い，統計的有意水準は ％及び ％未満とし

た． と 及び年齢・ と ・

との相関関係はスピアマン順位相関係数によ

り検討し，統計的有意水準は ％未満とした．また，

作業活動については，担当 に対象者の作業療

法の目的と作業場面での状況を記載してもらった．

．結果

， ， ，作業活動の結果を表

に示す． は，平均 点であった．

は，全く出来なかった 症例を除き，連続した模様

の同一性と変化についての理解をみるセット では

平均 ，個々の図の空間的に関連している全体

としての理解をみるセット は ，空間的に

あるいは論理的に関連している図の相似の変化につ

いての理解をみるセット は であり，セット
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・ ・ 間で有意差を認めた（表 ）．

では，基本的 （ 以下 ）は平

均 点，手段的 （ 以下

）は平均 点，コミュニケーション

（以下 ）は平均 点で

あった．

と との相関は， とセット

で，また とセット で相関を認めた．他

には相関関係を認めなかった（表 ）．年齢と

と 及び との関係では，年齢とセット

・ に， と に高い相関を認めた（表

）．一般に と年齢との関係をみると高齢に

なるほど低下がみられるが，特にセット の低下は

大きい（表 ）．今回平均点より低下のみられた症

例は 例であった．

における誤反応の多い項目は，セット

・ ・ ・ ・ であった（図 ）．項目 ・

は「空間の類推による一貫した推理」であり，項
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表 結 果

症例 年齢 性別 セット セット セット 合計 作業活動

女 染め・お手玉

女 塗り絵・食事準備

男 トランプ・パズル

女 書字・かるた

女 ちぎり絵・パズル

女 パズル・塗り絵

女 折り紙・調理

男 芋掘り・調理

女 ちぎり絵・調理

女 ・ ・ ・ ・ 塗り絵・パズル

男 切り絵・調理

平均（標準偏差）

表 項目間の差

符号付順位検定

表 ・ との相関

セット セット セット

スピアマン順位相関係数

表 年齢・ と ・ との相関

セット セット セット

年齢

スピアマン順位相関係数



目 ・ ・ は「論理の類推による抽象的な推理」

を要する項目である．

における誤反応の内容は，セット ・

・ ともに埋められる空間のすぐ上や横の図を

選ぶ「反復」による誤反応が多かった（図 ）．

．作業活動内容とその環境設定

の各セットの点数と作業活動内容及びその

環境設定についてみる

） 低得点の症例

（症例 ）は 点で食事をしたことも忘れる．

では形の一部を見ての全体の構成や，形の回

転・空間で位置を変化させた構成が困難である．作

業活動においては，折り紙をする際に職員の模倣に

より実施し，塗り絵では人の絵では顔・体・手・足

の区別が出来ず，職員が「髪は黒色で」と口頭指示

しても出来ないので，職員が色を塗って示すように

している．（症例 ）は 点で は全く

出来ない．塗り絵では色の使い分けが出来ず一色し

か使わない絵柄のものを，パズルではピースの少な

いものを選択する．折り紙や貼り絵などの活動もパ

ニックを起こしやめてしまう．また，人に頼られた

り，聞かれたりすることが嫌いである．

）セット ・ は良好でセット 低下の症例

（症例 ）は 点と低く， のセット

・ は良いが，セット は低下が見られる．作

業活動では，みんなで一緒に完成できる作業の一部

分の工程，例えば調理では切る事のみを，カレンダー

作りでは数字を書くのみやってもらうようにしてい

る．一人で完成させる作業では，出来るところまで

自分でやってもらい，その後は職員のしているのを

それとなく模倣させている．何でも知っているよう

に言うが答えられないことが多い．（症例 ）も同

様に は 点と低く， もセット ・

は良好であるが，セット は と低下がみられる．

作業活動では，一緒に行動する利用者がいないと不

穏になり，依存心が強く一人で作業することが出来

ない．平面でのパズルは出来るが，折り紙は一つ一

つの工程の説明が必要となる．（症例 ）も

のセット ・ は良好であるが，セット は と

低下がみられる．作業活動ではパズルはピースの多

いものを，書字は漢字の多いものを選択し，カルタ
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表 年齢別平均点

年齢 平均得点 標準偏差
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やトランプなど競うものを好んでおこなっている．

（症例 ）は 点であるが， はやはり

セット に低下がみられる．作業活動では身体を多

く使う染めや調理では包丁で切るなどの慣れた作業

を選択しておこなっている．

）セット が比較的良好でセット ・ 低下の

症例

（症例 ）は は構成課題ではやや低下が

みられるものの，セット は 点と比較的保たれて

いる．作業活動は昔好きでやっていたことを選択す

るが，縫い物が得意で絞り染めでは上手に縫うこと

が出来ている．（症例 ）は は全体として統

合された構成課題であるセット ではやや低下が

みられるものの，セット は 点と比較的保たれて

いる．周囲の状況を良く見ており世話好きである．

平面パズルは可能であるが，立体パズルは不得意で

ある．手指の巧緻性はあり，細かい作業が得意であ

る．

） 軽度低下の症例

（症例 ）は のセット に年齢相応の軽

度低下がある．うつ傾向で，やかましい場所ではパ

ニックになることがあり，一人で作業する方が良

い 折り紙や調理は工程を説明すれば出来る．（症

例 ）は 点と低いが のセット ・

・ とも低下は軽度である．協調性があり，他

の利用者ともうまく関係を保つ．作業活動は積極的

に行い特に困難なことはない．（症例 ）も特に問

題なく作業活動が出来ている．

．考察

検査は“創造的な新しい洞察を形成する能

力あるいは高いレベルの主に非言語的な構成概念を

形成する能力”を測定しているとされており，一種

の非言語性の論理的推理課題であり流動性知能を反

映すると考えられている．そして，一般的には非言

語性（動作性）や流動性の知的能力が加齢による影

響を受けやすいといわれている．坂爪ら ）の研究に

おいても 検査結果が痴呆症や加齢によって

低下しやすいことを示し，知的機能の検査課題とし

て 検査が妥当であることを支持している．

三村 ）は 検査における誤反応の質的検討を

おこなっており， の解法に際して，注意，

空間的操作，類推推論といったいくつかの次元の異

なる誤反応要因が認められ，これらが損傷局在とも

関連することが示唆されたと述べている．直接誤反

応は，特に前方病変を有する患者が目前の刺激に影

響されやすい特徴を示しており，間接誤反応は，回

転反応は動作性 や視空間知覚，構成機能との間

に有意な相関を認めており，視空間操作の関与が示

唆され，後方病変患者に有意に多かったと述べてい

る．誤反応の中ではことに，不合理反応が推論過程

において意義が大きい．類推推論能力とは，「 が

なら， は 」といった「一つの対象に生じた因

果関係を似ている別の対象に適用」していく問題解

決能力とみなされる．この反応は要素的注意機能や

記憶機能とは相関せず，視空間機能と関連せず，唯

一 との相関が高く，従ってこの反応はより狭義

の抽象推論能力を反映していると考えることも出来

ると述べている．今回の研究において最も多かった

誤反応は直接反応であり，目前の状況に基づいた行

動を取りやすいとも言える．またセット の から

は「空間の類推による具体的あるいは一貫した推

理」や「論理の類推による個々のあるいは抽象的な

推理」とされており，この項目での誤反応が多かっ

たことから推論能力の低下が示唆される．

） と との関係

の項目は，「調理」「熱源の取り扱い」「財

産管理」「電話」「服薬管理」「買い物」「外出」であ

り，いずれにおいても類推推論能力，判断能力や情

報の統合能力を必要とする項目である．今回の結果

においても， と のセット との相関

が認められた．また，比較的低下を示さない

においては，低下の認められた 例においてセット

・ は低下を示し，統計的にも相関を示した．

低下項目は「立ち上がり」や「階段昇降」などの身
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体機能に関する項目もいくつかあるが，身辺処理動

作では「入浴」「整容」「口腔衛生」などで，「更衣」

「食事」「トイレ」は可能であった．これについて

は今後症例を増やして検討したい．

） と作業活動との関係

種々の作業活動においては，物の認知（絵や図案，

シンボル）や，メンタルローテーションを必要とす

る課題もある．また，作業の進行予定や役割分担な

どの課題もある．これらの作業内容を作業経験や興

味，残存機能によって提供する． のセット

・ に低下の認められた症例では，絵の理解が

出来ず，指示や職員の援助を必要としていることが

わかる．またセット に低下の認められる症例では，

慣れた作業活動がよくおこなわれ，工程のある作業

ではその一部分をおこない，手順に沿ってする作業

では援助を要した．セット の良い症例では周囲の

状況を見て行動し，工程のある作業では説明を聞い

て出来ている．このようにある程度，作業活動と関

係する結果となり，作業活動を選ぶ場合の指標の一

つとなるのではないかと考える．

藤本 ）は軽度痴呆患者では記憶障害は経度であっ

ても実行能力（計画を立てる，順序だてる）の低下

のため仕事や家事が思うように出来ないと述べてい

る．また，金子 ）も軽度痴呆は一般に家庭生活には

問題ないが社会生活に一部支障が出はじめ，中等度

痴呆では家庭内の仕事もある程度支障をきたす状態

であると述べている．今回 と との関

係では に相関が認められ， のセット

と には相関が認められたものの と

セット では相関は認められなかった．よって両検

査とも痴呆の程度を反映しているものの両検査の質

的違いによる結果であると考える．

．まとめ

今回，病院デイケアおよび物忘れ外来の利用者に

を施行し， と作業活動内容と比較検

討をおこなった，その結果， のセット と

に相関が見られた．また， では類推推

論能力を要する項目の誤反応と直接誤反応が多かっ

たことから．目前の状況に基づいた行動をとりやす

いということが示唆された．これは作業活動におい

ても同様の傾向がみられたことから， は

を含む作業活動における環境調整の一助にな

ると考える．
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